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丸善食品工業株式会社 事例紹介

丸善食品工業株式会社

所 在 地  :（本社）東京都板橋区、（工場・生産本部）山形県鶴岡市

事業内容 : 1962年の創業以来、「すべては“味力”のある食のため
に」というスローガンのもと、プロフェッショナルな料
理の下支えとなるプレーンオイルやシーズニングオイル、
エキスなど、食品原料を開発・販売。国内のみならず中
国の拠点やオセアニアの協力企業からも“味力”を発
信し、事業のグローバル展開を推進している。

採用の背景
● 食品業向けERPパッケージ「スーパーカクテル デュオFOODs」（内田洋行）の導
入により、販売管理、生産管理、原価管理の業務プロセスが統合・標準化された

●「一目で経営状況がわかる情報をビジュアルに見たい」という要望が、経営層
に高まっていた

● 営業部門や工場の担当者が作成する日報や月報など、様々なデータ加工に多
大な工数が発生していた

● スーパーカクテル デュオFOODsから売上、仕入、在庫、生産、原価のデータを
抽出・蓄積し、分析するエンジンとしてDr.Sum EAを活用

● 自由な切り口でデータ分析・集計を行う担当者に対してDatalizer for 
Excelを展開

● 経営層に向けてビジュアルな情報提供を行うことができるダッシュボード
としてMotionBoardを活用

● 担当者自身が手軽にデータ分析・集計ができるようになり、日報・月報にかかっ
ていた工数を月間330時間削減

● 商品や得意先の動向をダッシュボードから1クリックで確認できるようにな
り、経営層の素早い意思決定に貢献

● 原価データの緻密な分析によって収益力を向上

選定ポイント

導入効果

Company Profile

Dr.Sum EAとMotionBoardを使い分け、
経営層から営業部門、工場まで、あらゆるユーザーが
知りたい情報をタイムリーに閲覧・分析できる基盤を構築

丸善食品工業株式会社（以下、丸善食品工業）は、スープやエキスなどの天然

調味料製造において、プロ料理人の味を支える“味力”を追求。「業界で知ら

ぬ者はいない」というポジションを獲得してきた。2008年に販売管理を対
象としてERPに移行し、業界標準の業務プロセスを導入。さらに2015年、そ
の対象範囲を生産管理や原価管理にも拡大してきた。そして、このERPに集
約される売上、仕入、在庫、生産、原価などのデータを分析・集計するための

BI基盤として活用しているのが、Dr.Sum EAとMotionBoardだ。経営層
から営業部門や工場の管理職、担当者にいたるまで、あらゆるユーザーが全

社横断の情報をタイムリーに入手し、素早い判断を行える環境を整えた。

U R L  : http://www.maruzenfood.co.jp/



丸善食品工業株式会社

パッケージの導入だ。それ以前の同社はスクラッ
チ開発したシステムで長らく基幹業務を運用し
てきたが、このシステムは旧世代のWindowsを
ベースとしたもので、OSのバージョンアップ
にも耐えられない状況だった。そこで食品業向
けERPパッケージ「スーパーカクテル デュオ
FOODs」（内田洋行）を導入し、まずは販売管理か
ら基幹業務システムの刷新に踏み切ったのである。
プロジェクトを先導した同社 生産管理部 業務二
課の課長を務める内沢博昭氏は、このように話す。
「属人化していた業務プロセスを標準化するた

丸善食品工業が大手食品メーカーや外食店、航
空会社などに提供しているOEMや自社ブラン
ドの商品は、洋風・中華向けスープやエキス調味
料を中心に約800種類を数え、商圏も国内全域の
みならず広くアジアまで拡大している。2012年
度に51億円だった売上高は2015年度には55億
円に拡大するなど業績も好調だ。こうした近年
における同社の成長の背景にあるのが、基幹業務
システムの刷新とデータ活用に対する絶え間な
い取り組みである。
その原点となったのは、2007年におけるERP

販売管理システムの刷新とともに進めたのが、BI
（ビジネスインテリジェンス）ツールの導入である。
それまでは基幹業務システムに蓄積されたデータ
を分析・集計するための専用ツールを持たず、その
都度AccessやExcelを使って個別に対応してい
た。しかし、データに対する要望はユーザーによっ
て千差万別だ。例えば営業部門や工場の管理職や
担当者は、「売れ筋商品や得意先実績などをタイム
リーに知りたい」というニーズを持っている。一方
で経営層からは、「ビジネスの状況を迅速に把握で

きるように、グラフやチャートを活かした直感的な
報告書を準備せよ」という指示が寄せられる。こう
した依頼が集中する IT担当者の負荷は増大する一
方で、「ユーザー自身が、ある程度データを分析で
きるEUC（エンド・ユーザー・コンピューティング）
環境を提供できればいいのだが･･･」と考えていた。
この課題の解決策として、内田洋行から提案さ

れたのがBIツールの導入だった。「いくつか提示さ
れた製品候補の中で目にとまったのが、唯一の国
産ツールであったウイングアークの『Dr.Sum EA』

です。分析に関する専門知識を待っていなくても
ビューやテーブルを定義し、エンドユーザーが使い
慣れたExcelインターフェイス上でデータ分析・集
計を行える点に魅力を感じました」と内沢氏は語る。

BIツールの導入により、同社は、任意の期間や
前年度との売上比較、商品別・担当者別の進捗状
況など、エンドユーザー自身が柔軟に視点を切り
換えながらデータ分析・集計を実施し、全社統一
の“物差し”で予実管理や経営の迅速な意思決定
を行える環境を整えた。

めにERPパッケージに注目しました。中でもスー
パーカクテル デュオFOODsは、賞味期限の管
理を必須とする食品業界の業務プロセスに特化
し、多くの導入実績を持っています。他社にでき
たことを私たちにもやれないはずがない、と導入
を決断しました」
実際、同社はわずか8ヶ月という短期間でシス

テムの更新を完了。翌2008年3月に本番稼働を開
始した。これにより見積から受注、引当、出荷、売
上にいたる販売管理業務を効率化し、大幅な業務
のスピードアップを実現することができた。

BIツール活用ステップ１ 販売管理の見える化

食品業向けERPパッケージを導入し、まずは販売管理から基幹業務システムを刷新

販売管理のデータ分析・集計を担う現場主導ツールとしてDr.Sum EAを導入

丸善食品工業のオフィス・工場風景丸善食品工業株式会社
生産管理部 業務二課 課長　内沢 博昭 氏



BIツール活用ステップ3 生産管理・原価管理の統合

BIツール活用ステップ2 経営層・管理部門への展開

サーバーベースでの運用に移行したのだ。
「集計様式を一つひとつ変換してサーバーに登
録し直す作業には少し苦労しました。しかし、新
たに追加されたサービスマネジメントサーバー
およびDatalizer Clientの機能により、ユーザー
はメニュー画面からワンクリックで定義ファイ
ルにアクセスし、条件を変えながら再集計を行え
るようになるなど、分析の自由度と利便性を高め
ることができました」と内沢氏は語る。
この結果、Dr.Sum EAのユーザー層を広げる

とともに、営業部門から工場まで横串で貫いた
データ分析・集計が大幅にスピードアップした。
「従来は販売管理と生産管理の2つのシステム
から別々にデータを抽出して加工しなければな
らず、例えば月報や日報の作成のために営業側
40名、工場側40名の担当者が、トータルで月間
約330時間を費やしていました。Datalizer for 
ExcelやMotionBoard上で必要なデータをタイ

2015年、同社はスーパーカクテル デュオ
FOODsの生産管理および原価管理のモジュール
を追加導入し、基幹業務のすべてのプロセスを同
じERP基盤に統合した。
「販売管理と生産管理で二重登録されているマス
ターを統合したかったのです。また、人件費や原材
料の相場変動を正確にシステムに反映できていな
い現状を解消し、業界標準の原価管理方法に移行
したいと考えました」と内沢氏は、その狙いを語る。
こうして売上、仕入、在庫、生産、原価のあらゆ
るデータがERPに一元化され、Dr.Sum EAのデー
タマートに蓄積されるようになったことを受け、
同社はBI環境の改善に乗り出した。これまで同社
が利用してきたDr.Sum EA Advanced Ver. 2.5
は、集計様式を個々のローカル端末に保存して運
用していた。そこからDr.Sum EA Datalizer for 
Excel Ver. 4.0を経て、Dr.Sum EA Datalizer for 
Excel Ver. 4.2にバージョンアップすることで、

2014年、同社は経営品質ならびに顧客満足
度の向上を支える IT基盤のさらなる強化の一
環として、ダッシュボードの導入に踏み切った。
Dr.Sum EAの導入によってデータ活用は大き
く前進したものの、そのユーザーは主に営業部
門に集中しており、より幅広い業務や用途にBI
のパワーを普及させたいと考えたのである。
「経営層や管理部門から寄せられていた『タイ
ムリーな情報をより簡単に、いつでも、どこから
でも見られるようにしてほしい』という要望に
応えるべく、Dr.Sum EAとの連携を重視してウ
イングアークの『MotionBoard』の導入を決め

ました」と内沢氏は語る。
KPI（重要評価指標）の推移や売れ筋商品のト
レンドなど大局的な情報をMotionBoardで俯
瞰し、より自由度の高いアドホックなデータ分析・
集計をDr.Sum EAで行うというのが2つのBI
ツールの基本的な使い分けとなる。

MotionBoard導入の狙いはそれだけでは
ない。セキュリティの観点からDr.Sum EAの
Excelインターフェイス上でアクセス権限が
与えられているのは、各部門の管理職や担当者
がそれぞれの責任範囲とする顧客や取引先、商
品などのデータに限られている。これに対して

MotionBoardを活用すれば、ビジュアルなダッ
シュボードのもとで全社的なガバナンスを効か
せながら、より広範なデータを提供することが
できる。これによって営業担当者も営業所別の
予算の進捗状況を見たり、身の回りのライバル
と成績を比較したりすることが可能となる。
「現場の担当者は、どうしても自分本位の近視
眼的な活動に陥りがちです。そこに全社的な集
計データをタイムリーに提供することで、全体
の中での自分のポジションを認識させるなど、
競争意識を促していければと考えました」と内
沢氏は語る。

ムリーに分析し、加工・展開できるようになった
現在、工数ロスはほぼ全面的に解消されています」
と内沢氏は語る。
また、原価管理については、労務費、経費、原材

料費の3つの原価を実態に合わせた基準に沿って
按分し、工場全体、生産ライン、製品単位といった
任意の管理レベルで算出することが可能となった。
「これらの原価データもDr.Sum EAに取り込
むことで、一定期間の平均原価を計算するほか、
原料価格の変動による製品利益への影響を考慮
した売上単価の試算、損益分岐点の分析などを行
うことができます。特にここ数年は原材料の相場
が高騰する傾向にあり、どこまで値上げすること
なく踏みとどまり、お客様からの要求コストにお
応えできるかという判断が非常に難しくなって
いるだけに、緻密な原価管理ができるようになっ
たことは、当社にとって大きな前進と言えます」
と内沢氏は語る。

販売管理と生産管理の2つのシステムから別々にデー
タを抽出して加工しなければならず、例えば月報や日
報の作成のために営業側40名、工場側40名の担当者
が、トータルで月間約330時間を費やしていた。

Dr.Sum EA導入後の驚きの声！

Before After
Datalizer for ExcelやMotionBoard上で必要なデータをタイムリーに分析し、加工・展開で
きるようになり、工数ロスはほぼ全面的に解消された。また、工場全体、生産ライン、製品単位
といった管理レベルの原価データを取り込むことで、原材料価格の変動による製品利益への
影響を考慮した売上単価の試算、損益分岐点の分析などを迅速に行うことが可能となった。

生産管理、原価管理の統合に対応し、
Dr.Sum EAのユーザーインターフェイスをVer. 4.2にバージョンアップ

BIのパワーをより広い業務や用途に拡大。ビジュアルなダッシュボードMotionBoaradを導入
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Dr.Sum EA

Dr.Sum EA Datalizer for Excel

MotionBoard

導入製品・サービス

生産管理の原価管理の刷新・統合が実現してす
でに1年以上が経過した現在、Dr.Sum EAのデー
タマートには順調なペースでデータの蓄積が進
んでいる。
「今後、数年間分のデータが蓄積されれば、例
えば原材料の相場変動の傾向をより詳細に分析
し、将来を先読みした仕入れや生産計画によって
調達効率を上げるなど、収益アップのための様々
なアクションを起こすことが可能になると考え
ています」と、内沢氏は今後を見据えている。
エンドユーザー主導のデータ活用によって、
品質改善をはじめとする様々な現場業務の改善
を推進していくというのが同社の一貫した構
想なのだ。「サーバーライセンスで利用できる
Dr.Sum EAのメリットを生かし、全社員180名
のうち120名にアカウントを発行すると共に、新
規のPCにはすべてセットアップ済みで配布し
ています。MotionBoardについても、社内ポー
タルのように全社員の身近な情報共有基盤とし
て活用していきたいですね」と内沢氏は言う。
この取り組みの一環として同社は、2016年5

月より iPadの導入を開始した。当初の狙いは
「MotionBoardのダッシュボードを、どこからでも、
より簡単に見えるようにしてほしい」という経営層
の要望に応えるものだったが、導入台数を十数台
に増やして生産現場への配備も進めつつあるのだ。
「スーパーカクテルに登録されているレシピ

（製品構成マスター）を見やすく加工して表示す
るほか、最新の製造マニュアルも iPadを通じて
提供しています。最終的には生産現場のペーパー
レス化を実現するとともに、品質改善のための
“気づき”を与えるシステムに発展させていきた
いと考えています」と内沢氏は語る。
同社は日本で磨いてきた“味力”を中国やアジ

ア諸国、オセアニアなどグローバル市場に発信す
べく、海外の協力会社とのネットワークを拡大し
ている。また、長年にわたり培ってきたスープ・
エキス・オイル抽出製造のノウハウを活かし、食
品を超えた「機能性食品原料」という新たな領域
へのチャレンジも開始した。こうしたビジネス
の進化をさらに加速すべく、同社は戦略的なデー
タ活用環境の革新を続けている。

食品業向けERPパッケージを導入し、
まずは販売管理から基幹業務システムを刷新

データソース 分析エンジン インターフェイス

担当者向け自由分析ツール

売上データ

仕入データ

原価データ

在庫データ

生産データ
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ダッシュボード

システム概念図 予実対比画面

MotionBoardのトップ画面

鶴岡工場事務所・研究開発棟
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